
序章 ー 取り組む際の考え方
取り組む前に、知っておいていただきたいこと
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スポーツ関係者のための環境対策アクションガイド
持続可能なスポーツイベントを実現するNGO/NPOネットワーク（SUSPON）



SDGsの宣言文にも、
スポーツが
“持続可能な開発
における重要な鍵”
となることが
明記されている。

東京2020大会
の持続可能性

公益財団法人東京オリンピック･パラリ
ンピック競技大会組織委員会公式サイト
より
https://olympics.com/tokyo-

2020/ja/games/sustainability/

５つの柱で
運営計画を策定し
実施されている

その背景として...

https://olympics.com/tokyo-2020/ja/games/sustainability/


スポーツイベントでの環境配慮の視点（例えば...）

会場・施設・主催者
ができること

チーム・仲間
ができること

個人
（ファン・観客）
ができること

＜建設を伴う場合＞

➔生態系への影響を調査し、問題がないか確
認する

➔既存施設の利用も検討する

＜開催時期の選定＞

➔そこに生息する野生生物の繁殖期や、渡り鳥等移
動する野生生物に影響はないか確認する

➔季節に応じた暑さ・寒さ対策をした場合の影響を
把握する

＜資材・物品の調達＞

➔施設で使用する資材や、イベントで提供する物品のサプライ
チェーンにおける持続可能性を確認するための基準を決め
る（どのように作られ、どのように運ばれてくるかを確認する）

＜CO2削減＞

➔省エネを実施し、電力契約を再エネへ変更する

➔ごみを削減の対策を実施し、廃棄物の循環を促す



会場・施設・主催者
ができること

チーム・仲間
ができること

個人
（ファン・観客）
ができること

＜サステナビリティを広める＞
「ひとりの100歩より、100人の1歩」

➔選手、スタッフ、ボランティアへの環境教育

➔ファンも巻き込んだ取り組みを企画する

＜CO2削減＞

➔事務所やオフィスで省エネを実施する
（使用時間／設定温度／LEDへの切替え等）

➔団体移動の経路・乗り物は、CO2排出の少ない

ものを選択する。
（電車 ＜ バス ＜ 飛行機）

スポーツイベントでの環境配慮の視点（例えば...）



会場・施設・主催者
ができること

チーム・仲間
ができること

個人
（ファン・観客）
ができること

個人
（ファン・観客）
ができること

＜サステナビリティを広める＞
「ひとりの100歩より、100人の1歩」

➔チームや会場の良い取り組みをSNSで発信する

➔みんなでスポーツを楽しむ心がけを

＜CO2削減＞

➔移動は、CO2排出の少ないものを選択する。
（徒歩・自転車＜電車＜バス＜飛行機＜自家用乗用車）

➔可能な範囲で水筒やリユース食器を使う
➔ごみの分別は正しく行う
➔不要な使い捨てのサービスは断る

スポーツイベントでの環境配慮の視点（例えば...）



① ムダを減らす

② しっかり選ぶ

③ 正しく使う

⓪ 現状をしっかり把握する
➔まずは現状がどのくらいの消費量、C02排出量な
のかをしっかり把握しましょう

➔調達している資材・物品について、その素材やサプ
ライチェーンの持続可能性を確認しましょう

環境配慮に取り組む上でのステップ（重要な優先順位）

⓪ 現状を把握する

① ムダを減らす
不要なもの、余剰が多くないかを見直し、
ムダを削減しましょう

② しっかり選ぶ
採用する物事について、その影響の確認をして選びましょう

③ 正しく使う
再利用できるか、リサイクルできるか等、
使用後にどのように循環されるのかを意識しよう

《準備》

《実行する際の優先順》


